
近年、都心部においては若年世帯を対象としたシェア居住が人気を集めています。

この講座では、高齢期にある個人同士が、生活の一部を共同化する住まい方として

のシェア居住の可能性について、講義とワークショップを通じて考えます。 

①13：00～14：30 単身居住に関わる住宅計画の動向  

②14：40～16：10 空間構成ワークショップ 
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環境人間学部 准教授 安枝英俊  

 

  ▼ 講座の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ▼ 講座内容 

 

平成２６年度兵庫県立大学 生涯学習講座 

 

家族の自立と住まいのかたち 
ー高齢居住・シェア居住を考える 

実施日:平成２６年１０月３０日（木） 

時間：13：00 ～ 16：10  

 

講座の前半は、「個室群住居（設計：黒沢隆）」「自立家族の家（設計：シーラカンス）」

「岡山の住宅（設計：山本理顕）」といった生活単位が個人化することに対応した住

宅事例について考察しました。後半は、受講者が実際に共同居住を行う場合を想定

したワークショップを開催しました。ワークショップでは、現在の状況だけではな

く、車椅子生活になった場合も想定し、将来自らに起こりうる複数の未来を考慮し

たシェア居住の空間構成モデルを作成することができました。受講者の皆様がワー

クショップにとても熱心に取り組んで下さったので、受講者それぞれの自立の支援

と交流を促進することのできるオリジナルの空間構成モデルが仕上がりました。 


